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オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤
の事例調査について 

（公社）日本薬剤師会 常務理事 岩月 進 

2022年3月10日

医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会議

資料5
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１.オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤
の事例調査について 

 

２.緊急避妊薬を適切に提供するために 

本日お話したいこと
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１.オンライン診療に伴う緊急避妊薬の 
調剤の事例調査について 

オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤については、
令和２年２月より順次研修会が開催され、約１万名の
薬剤師が研修を修了し、薬局における体制整備を進め
ているところである。 
※厚生労働省の名簿掲載者数：10,099名（令和３年12月末時点） 

 

一方、調剤の事例としては、極めて限られているも
のと推察され、実際現場でどのような事例があったの
か、それに対してどのように対応したのかは明らかで
はなかった。 
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１.オンライン診療に伴う緊急避妊薬の 
調剤の事例調査について 

また、今般、研修修了者名簿（以下、名簿）に掲載

がある薬局において、緊急避妊薬が在庫されていない

など、名簿と実際の対応状況に乖離があるとの指摘が

あった。 

 

これらの背景を踏まえ、本会では、オンライン診療

に伴う緊急避妊薬の調剤に関する実態を確認し、改善

策を検討するため、事例調査を行った。 
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調査概要 

• 調査対象：「オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤に 
関する研修」修了者の在籍する薬局 

※対象は本会が抽出した一部の都道府県（７都府県） 

※令和３年７月末時点の厚生労働省公表の名簿に掲載が
ある薬局に調査票を配付。配付数：1,395軒 

 

• 調査期間：令和３年12月27日～令和４年１月28日 
 

• 有効回答数：823件（同一薬局からの重複回答、研修修了 

者が不在の薬局からの回答は無効とした） 
 



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 66

オンライン診療に伴う調剤の実績 

回答 回答数（n=823） 
あった 11 

なかった 812 

○調剤事例の有無 

回答 回答数（n=11） 
開局時間内 9 

開局時間外 1 

どちらもあった 1 

○対応した時間帯 

開局時間外に対応した事例（n=2）のうち、  
早朝・夜間（19時～翌８時）の対応が
あった薬局：１軒 

＜回答の対象期間：令和２年２月～令和３年10月末＞ 

回答 回答数（n=11） 
あった 1 

なかった 10 
疑義照会の内容：本人以外が来局 

○疑義照会等を行った事例 

調剤事例のあった薬局（n=11）のうち、  
対象期間中の合計事例件数： 
１件が９軒、３件が１軒、０件が１軒 
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オンライン診療に伴う調剤の実績 

○お薬情報提供文書を用いた 
情報提供（参考資料：様式３） 

○ワンストップ支援センター・ 
警察等に相談・紹介した事例 

回答 回答数（n=11） 
した 10 

していない 1 

回答 回答数（n=11） 
あった 0 

なかった 11 

○対応するにあたり困ったこと 

• 休日に問い合わせがあり、休日診療
をしている医療機関に処方していた
だけないか問い合せたが全て断られ
てしまった。 
 

• 処方箋を受け取った後、念のため医
療機関に折り返しの電話をしたとこ
ろ、昼休みで電話がつながらなかっ
た。 

 

• 本人が来局しなかったため、何も情
報が得られなかった。 
 

＜回答の対象期間：令和２年２月～令和３年10月末＞ 
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オンライン診療に伴う調剤に関する体制整備 

○緊急避妊薬の在庫 

○プライバシーを確保できる体制の整備 

回答 回答数（n=823） 
している 501 

していない 231 

近隣の連携し速やかに
対応ができる薬局とよ
う準備している 91 

回答 回答数（n=823） 
している 789 

していない 33 

未回答 1 

回答 回答数（n=823） 
している 806 

していない 17 

○飲料水・紙コップの準備 

回答 回答数（n=823） 
している 663 

していない 160 

○地域の産婦人科の連絡先の把握 

○地域のワンストップ支援セン 
ターの連絡先の把握 

回答 回答数（n=823） 
している 319 

していない 504 
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＜回答の対象期間：令和２年２月～令和３年10月末＞ 

対面診療に伴う調剤の実績 

○調剤事例の有無 

○対応した時間帯 

開局時間外に対応した事例（n=5）のうち、  
早朝・夜間（19時～翌８時）の対応が
あった薬局：３軒 

○対応者 

回答 回答数（n=823） 
あった 35 

なかった 788 

回答 回答数（n=35） 
開局時間内 30 

開局時間外 3 

どちらもあった 2 

回答 回答数（n=35） 
研修を修了した薬剤師 23 

その他の薬剤師 6 

どちらもあった 6 

調剤事例のあった薬局（n=35）のうち、  
対象期間中の合計事例件数： 
１件が23軒、２～10件が６軒、27件が
１軒、58件が１軒、61件が１軒、73件
が１軒、123件が１軒、０件が１軒 



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 70

対面診療に伴う調剤の実績 

○一錠のみの処方・調剤か ○患者に必要な情報提供 

○疑義照会等を行った事例 

回答 回答数（n=35） 
あった 2 

なかった 33 

回答 回答数（n=35） 
した 35 

していない 0 

回答 回答数（n=35） 
あった 1 

なかった 34 

○ワンストップ支援センター・ 
警察等に相談・紹介した事例 

回答 回答数（n=35） 
一錠のみ 35 

一錠ではなかった 0 

どちらもあった 0 

＜回答の対象期間：令和２年２月～令和３年10月末＞ 
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○0410対応（電話等服薬指導）による調剤事例の有無 
＜回答の対象期間：令和２年４月～令和３年10月末＞ 

回答 回答数（n=823） 
あった 0 

なかった 823 

その他の調査結果 

○薬局に直接緊急避妊薬を購入に来た事例の有無 

回答 回答数（n=823） 
あった 33 

なかった 790 

＜回答の対象期間：令和２年２月～令和３年10月末＞ 

直接購入に来た事例への対応、 

対面の受診を勧めた：28軒 
オンラインの受診を勧めた：５軒 

回答 回答数（n=823） 
ある 422 

ない 401 

○処方箋なしでの緊急避妊薬の提供への不安の有無 
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限られた調剤実績ではあるが、調査の結果から、 

 緊急避妊薬を必要とする方がオンラインで受診し薬局に

来局することで、薬局では対面で必要な情報が確実に提

供され、適切に緊急避妊薬を服用することができていた。 
 

 約３週間後の産婦人科への受診勧奨や面前服用など、

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」を遵守し、

適切に医薬品供給が果たせていた。 
 

 更に、中にはワンストップ支援センター等に紹介した事

例があり、薬剤師が関与することの意義が確認できた。 
 

調査結果から導かれる結果 
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＜課題＞ 

名簿と実際の対応状況との乖離について、研修修了者の異動
や休職や退職、緊急避妊薬の期限が切れた後に在庫をしていな
い等、情報に変更があったにも関わらず、更新されていない事
例があることが分かった。 
 

＜対応＞ 

本会では、研修の実施主体である都道府県薬剤師会に対し、
研修修了者へ以下を周知することを依頼。 
 
①緊急避妊薬の備蓄ならびに地域で必ず調剤に 
対応できる体制構築を確実に行うこと 

 
②薬局の対応状況に変更があった場合には速やか 
に修了証を発行した都道府県薬剤師会に連絡し 
名簿の修正を行うこと 

（令和４年１月25日付都道府県薬剤師会宛通知） 

調査から見えた課題とその対応 
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調査から見えた課題とその対応 

＜課題＞  

地域のワンストップ支援センターの連絡先については、
調査に回答した薬局の半数以上が「把握していない」と
いう結果だった。 

 

＜対応＞  

研修修了者に対し、地域のワンストップ支援センター
と連携することの再周知と共に、発信場所から最寄りの
支援センターにつながる全国共通短縮番号（＃8891）の
周知を図るよう進めていく。 
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○ 調査結果から、現状、薬局の体制整備に係る

課題もあったものの、研修を修了した薬剤師

が薬学的知見に基づき、使用者の状況に応じ

て適切に対応することで、安全を担保した上

で必要な医薬品を提供していることが確認で

きた。 

２. 緊急避妊薬を適切に提供するために 
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○ 使用者の安全を守るためには、使用者の気持
ちに寄り添いながら、確実な情報提供・適切
な情報共有や、地域の産婦人科医やワンス
トップ支援センター等と連携を行うことが極
めて重要である。 
 

○ 引き続き、研修を修了した薬剤師が薬学的知
見に基づき、使用者のプライバシーを確保し
つつ、適切かつ責任をもって必要な医薬品の
提供に関与することが不可欠と考える。 

２. 緊急避妊薬を適切に提供するために 
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○ 今後の検討にあたっても、緊急避妊薬を必要
とする方のアクセスを改善し、利便性だけで
なく、安全に安心して使用することを実現す
るために、薬剤師が必ず関与する販売方法の
検討を進めていくことが必要。 

 

○ 薬剤師会は、引き続き使用者の安全安心を守
るための体制整備に積極的に取り組んでいく。 

 

２. 緊急避妊薬を適切に提供するために 
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参考資料 
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 様式１ 情報提供書 
（医師→薬剤師） 

オンライン診療における緊急避妊薬の調剤で
用いる関連文書 抜粋 

様式３ お薬情報提供文書 


